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１．	 ジョージア工科大学での研究活動  

	 わたしたちの体にはおよそ 60 兆個の細胞があるとい

われ、その細胞一つひとつの中には遺伝情報をもった染

色体と呼ばれる、DNAの塊があります。ヒトには 46本

の染色体があることが知られており、これらはわたした

ちの遺伝情報を司るとても大切なものですが、いくつか

弱点（異常が起こりやすい部分）も存在します。そのひ

とつが染色体の末端です。通常、DNAは梯子のように 2

本の鎖がお互いに連結されたような構造をとっていま

すが、染色体の末端部分は 1本の鎖しかありません（図

1）。通常の 2 本鎖の DNA では、お互いの鎖がいわば協

力し合って異常を起こりにくくしていますが、染色体の

末端部分にある 1 本鎖 DNA では協力する相手がいない

ため、異常が起こりやすくなっています。そこで、この

1 本鎖 DNA に 3 つのタンパク質（CST 複合体）が覆い

被さることで、この弱点を守っています（図 2）。 

	 このような CST 複合体によって 1 本鎖 DNA を守るという仕組みはヒトだけではなく、パンやビ

ールなどで身近なイースト菌もまったく同じ仕組みをもっています。つまり、イースト菌からヒト

へ進化する過程において CST複合体は受け継がれ、それほど染色体を守るために重要な役割を担っ

てきたということです。 

	 Lobachev 先生の研究室では、このイースト菌

（Saccharomyces cerevisiae）を使い、CST複合体の 3つ

のタンパク質のうち Cdc13 というタンパク質について

研究をしていました（ちなみに CST 複合体という名前

は Cdc13、Stn1、Ten1という 3つのタンパク質の頭文字

をとったものです）。タンパク質とは、20種類のバリエ

ーションがあるアミノ酸が何個も連結してできるもの

であり、Cdc13は 924個のアミノ酸がつながったもので

す。この 924個のアミノ酸のうちいくつかを別の種類の

アミノ酸に変えたときの Cdc13 の機能を観察すること

で、Cdc13にとって何番目のアミノ酸が特に大切なのか

を調べていました。興味深いことに、アミノ酸の種類を

変えても Cdc13 の機能自体にはまったく影響を与えな

いことも多くありました（図 3）。なぜ特定のアミノ酸

の変異が Cdc13 の機能に影響するのかについては、

Cdc13 の三次元の構造の変化に起因するという仮定に

図 1. 染色体の末端にある 1本鎖 DNA. 

図 2. 1本鎖 DNAに結合する CST複合体. 

図 3. Cdc13の変異の概略. それぞれのアミノ
酸は丸で表され、種類は色で象徴している. 
ここでは簡単のため、1つのアミノ酸のみを
変異させた場合を模式しており、変異後のア

ミノ酸は赤色で示している. 実際にはこの三
次構造がCdc13の機能の変化に寄与すると考
えられる. 



立ち、その構造をコンピュータ上でシミュレーションすることで議論を行いました。 

	 なお、CST複合体は染色体の末端にある 1本鎖 DNAを守るだけではなく、染色体全体を守ってい

ることが最近明らかになってきています。しかし、末端にある CST複合体がどのように染色体全体

を守っているのかという機構ははっきりとはわかっておらず、今後の研究に期待されます。 

 

２．	 研究活動における日米の違い  

	 	 	 まだ日本の研究室についてはよく知りませんが、今回配属したラボや、ほかに見学させてもらっ

たラボ、そしてジョージア工科大学の高山先生とお話しして強く思い知ったことは、「人財」という

概念の大切さです。特に高山先生がおっしゃった、日本は設備に投資してアメリカでは人に投資す

る、という言葉は重いものだと思います。どちらが良い、悪いということではないですが、日本の

研究室では人に投資しないと思われていることは注目す

べきことだと思います。 

	 	 	 アメリカでの研究活動が人を重視することは、配属先の

ラボでも感じたことでした。今回お世話になったラボは、

PI の Lobachev 先生やメンターの Wenying、そしてほかの

ラボメンバーも含めて非常に国際色豊かで、PIの先生はロ

シア人でメンターは中国人、ほかのポスドクの 2人はアメ

リカ人とフランス人でした（図 4）。そのためラボのオフィ

ス内では、フランス出身の Anissia による唐突のフランス

語講座が始まったり、研究発表用の資料中の英語はアメリ

カ人の Alex に添削してもらったり、そのほかにも各国な

らではの話を聞けたりと、アメリカにいながらどこの国で

もないような環境でした。そのような環境では当然、「自分の国では〜」という話題が頻繁に登場す

るため、研究に関する知識だけではなく、自分の国での経験や知識で相手を楽しませることが求め

られていました。 

	 	 	 また、縁あってジョージア工科大学の Fahrni先生（Dr. Christoph J. Fahrni）のラボを見学させてい

ただき、ランチをご馳走になってお話ししたときにも、「サラリーを支払う必要があるからラボのメ

ンバーは多くない。だからこそ学生は優秀な人を選びたい」という話をお聞きし、学生にとっては

シビアな一方で、先生がたもまた本気で学生を見ていることがよくうかがえる、貴重なお話でした。 

	 	 	 わたしがジョージア工科大学で知り合い、話をした人のほとんどがアメリカ以外の出身だったた

め、彼らが自身のキャリアについて話してくれたことは、同じアメリカ以外の出身の自分にとって

参考となるものでした。ただ、学部生であっても博士課程の人であっても、大学院進学や就職など

の次のステップでもアメリカに留まることを考えている人がほとんどで、その理由は皆揃ってレベ

ルの高さを挙げていました。その一方で、将来的な親の心配をしたり、やはり最後は祖国に帰りた

いと思ったりしている人も多く、多様なバックグラウンドをもった人たちだからこそ、いろいろな

将来の考え方を聞けました。 

 

３．	 米国の文化・生活面での発見・苦労等  

	 	 	 アトランタの治安はあまり良くないと言われますが、夜に一人で出歩いたりわざわざ危ない場所

図 4. ジョージア工科大学近くの日本食レス
トラン“WAGAYA”にて、Lobachev先生がウ
ェルカムランチへ連れて行ってくれたときの

写真. 左から Alex��、自分��、Wenying��、
Dr. Lobachev��、Anissia��. 



へ出かけたりしない限り、不安に思うことはありませんでした。ただ、逆に言えば、これはアトラ

ンタだけではありませんが、夜に危ない場所へ行くとおそらく何かに巻き込まれます。そのため、

夜まで遊んだり外食をしたりする場合には車が必須でした（徒歩で移動できるほど狭い街ではなく、

電車はあるものの治安が心配なため）。今回は、現地で知り合ったたくさんの人が車でいろいろな場

所へ連れて行ってくれたため何も不自由はありませんでしたが、もし彼らに出会えなかったら交通

手段には苦労したかもしれません。 

	 現地の人との会話では、やはり政治の話がよく出てきました。朝ラボに行くと「おはよう！」の

次に「菅首相辞任するんだって？」と言われたり、別のラボへ見学に行ったときも、私が日本人と

知るやいなや同じことを言われました。また、日本の人がオリンピックに対してどう思っていたの

かについても多くの人から聞かれました。 

これらは適当にはぐらかすこともできましたが、さらに生活に密着

していた政治的なものは、マスク着用の有無です。日本ではマスクを

つけていないとまるで服を着ていないかのような目で見られることも

あったり、努力義務のようにウレタン製ではなく不織布のものが使わ

れたりしていますが、アメリカではマスクの有無が政治的な話に直結

します。そのため、店員が誰もマスクをつけていないレストランや、

逆に店員や客を含め全員にマスク着用を義務付けている店、そのどち

らでもないような店など、場所によってさまざまだったことが印象的

でした。ちなみに、ジョージア工科大学でのマスクの位置付けは

“recommended”で（図 5）、空港や飛行機の中では“required”でした。 

	 Covid-19 に関連して、アトランタでのマスクの着用率は低いと感じ

た一方で、ジョージア工科大学内での簡易検査の仕組みは日本よりも

はるかに進んでいました。大学の関係者であれば毎日検査を無料で受

けられ（図 6）、1,2 日後には結果がメールで届きます。検査を受けた

人はクッキーと日替わりのステッカーがもらえ、わたしのメンターは

毎週検査を受けていろいろな種類のステッカーを集めていました。ま

た、ワクチンも近所の薬局ですぐに摂取できるなど、検査やワクチン

の体制は非常に整っていました。 

	 	 	 今回の渡米は、感染症が蔓延している特殊な状況だからこそ、アメ

リカがどのようにそれに対処しているのかや、日米のコロナ禍での生

活の違いを知ることができる、興味深い体験となりました。 

 

４．本プログラムに参加の成果・意義  

	 まず最も大きな意義の一つは、多くの方のサポートを得ながらではあったものの、ジョージア工科大学

の研究室へ毎日朝から夜まで通って研究ができ、アメリカで生活ができたということです。この経験は、

もし将来海外で暮らすことになったとしても、その自信の基盤になるようなものだと確信できます。海外

経験が少ないほうではありませんが、それでもこのプログラムは、海外に目を向けて、一歩踏み出すきっ

かけを与えてくれた素晴らしいものでした。 

	 さらに、ジョージア工科大学のいろいろな先生とお話しできたことも重要な体験でした。前述の通り、

図 5. マスクは
“recommended.” 個人の自由
という観点から、“required”
にはできない. 

図 6. キャンパス内には検査
会場がいくつかあり、ここは

図書館の一画. 



ジョージア工科大学でお会いした先生はほとんどの方がアメリカ以外の出身であり、そのため留学や海外

移住を含めた多くの体験をされておられます。そこでそれぞれの先生が経験したこと、感じたこと、考え

たことを基にお話ししていただいたことは、わたしにとって非常に刺激的でした。わたしの大学院進学に

関しても親身に相談にのっていただき、これに関しては日本の在籍大学の先生からうかがったこととは違

う視点でアドバイスをいただけました。 

	 今回は Covid-19の影響もあり、渡米できた学生は 4人のみでした（図 7）。しかし、この 4人で協力し

て生活し、ほとんど毎日会ってお互いの研究の進捗状況やどうでもいいことも話したりして、最後の成果

発表会後には労い合って夜通し騒ぐなど、お互いを刺激し合うと同時に精神的に支え合うような大切な仲

間となりました。また、今回のアトランタでの素晴らしい思い出には、現地で出会った多くの友だちの存

在も欠かせません。このプログラムに参加することで得られたものは、学校や研究に関すること、そして

たくさんの人との繋がりであり、その価値は計り知れません。 

 

５．その他  

本来であれば今回の渡航は昨年の夏の予定でしたが、Covid-19によって今年の春に延期され、それがさ

らに延期されてこの夏にやっと実現することができたプログラムでした。それでもいまだにスムーズな海

外渡航が難しいなか、中谷財団やジョージア工科大学、慶應義塾大学の皆様には大変お世話になりました。

ありがとうございました。特に、昨年から 1年以上にわたってつねに多くのサポートをしていただいた中

谷財団の小川さん（小川研之さん）、ジョージア工科大学でわたしたちの万全な受け入れ準備をしていた

だいた高山先生（Dr. Shuichi Takayama）、Soojung（Soojung Lee）、Nicole（Nicole Gallahue）、そしてジョー

ジア工科大学での配属ラボが決まってから 1年以上経っても、なおわたしを暖かく迎え入れてくださった

Lobachev先生（Dr. Kirill Lobachev）とWenying（Wenying Guo）には、厚く感謝申し上げます。 
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図 7. 羽田空港での (A) 出発前と (B) 帰国後 の集合写真. 


